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田植え作業も最盛期を迎えた５月16日、織笠地区でかさ
とみのを身にまとい*摺をする姿が見られました。作業を
していたのは、倉澤國夫さん（織笠・70）と手伝いに来た
妹の菊地キヨさん（船越・62）。小雨の降る中、*や三角
くわ（しゃくし）を使い、豊作への願いを込めながら田植
え前の田んぼを丁寧にならしていました。今ではすっかり
目にすることのなくなったかさとみのでの農作業。雨によ
り山野の緑も一層映え昔懐かしい風景が広がっていました。
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健
康
や
ま
だ
21
プ
ラ
ン
は
、「
健

康
い
わ
て
21
プ
ラ
ン
」（
平
成
十
三

年
六
月
策
定
）
と
「
山
田
町
母
子
保

健
計
画
」（
平
成
十
四
年
三
月
策
定
）

の
基
本
理
念
を
取
り
込
み
、
行
政
や

地
域
、
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
行

動
指
針
で
す
。
計
画
の
期
間
は
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
二
十
四
年
度
ま
で

の
十
年
間
。
平
成
十
九
年
度
を
目
処

に
中
間
評
価
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

計
画
の
策
定
に
は
、
町
民
対
象
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
は
じ
め
、
保
健

委
員
・
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

健
康
づ
く
り
検
討
会
を
実
施
。
結
果

を
基
に
保
健
医
療
関
係
団
体
や
教
育

機
関
の
代
表
な
ど
二
十
人
で
構
成
す

る
「
山
田
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
」（
井
上
義
一
会
長
）
に
諮
り
必

要
な
修
正
を
加
え
た
後
、
今
年
二
月

に
最
終
答
申
を
受
け
て
、
同
計
画
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
平
均
寿
命
は
、
医
学
の
進

歩
と
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
、
世

界
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
食
生
活
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣

の
変
化
に
伴
い
、
生
活
習
慣
病
が
増

加
し
、
こ
れ
に
起
因
し
た
痴
ほ
う
や

寝
た
き
り
な
ど
の
要
介
護
状
態
に
な

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
本
町
の
三

大
生
活
習
慣
病
（
が
ん
、
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
）
で
の
死
亡
割
合
は
全

体
の
約
五
五
�
を
占
め
、
が
ん
と
心

疾
患
に
よ
る
死
亡
割
合
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
（
三
�
グ
ラ
フ
参
照
）。

町
民
が
健
康
で
心
豊
か
に
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
社
会
を
確

立
す
る
た
め
に
は
、
行
政
が
積
極
的

に
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
健
康
づ
く
り

─ 健康やまだ21プランを策定 ─

町
で
は
、
地
域
全
体
が
一
体
と
な
り
総
合
的
、
計
画
的
に
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
指
針
と
な
る
「
健
康
や
ま
だ
21
プ
ラ
ン
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
（
計
画
）
は
、
町
民
が
健
康
で
心
豊

か
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
、

健
康
増
進
と
発
病
予
防
へ
の
基
本
的
な
考
え
方
や
取
り
組
み
を
示
し

た
も
の
で
す
。
計
画
の
実
施
期
間
は
平
成
十
五
年
度
か
ら
二
十
四
年

度
ま
で
の
十
年
間
。
計
画
実
現
の
た
め
、
四
つ
の
基
本
理
念
を
基
に

健
康
づ
く
り
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
新
た
に
始

ま
っ
た
同
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。４

つ
の
基
本
理
念
定
め

健
康
づ
く
り
を
進
め
る

健康づくりの３要素である栄養・適度な運動・休養をバ
ランスよく保っていくことが健康増進につながります
（先月23日に行われた大浦小学校の運動会での昼食から）
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（先月23日に行われた大浦小学校の運動会での昼食から）

健康づくりの３要素である栄養・適度な運動・休養をバ
ランスよく保っていくことが健康増進につながります
（先月23日に行われた大浦小学校の運動会での昼食から）

健康づくりの３要素である栄養・適度な運動・休養をバ
ランスよく保っていくことが健康増進につながります
（先月23日に行われた大浦小学校の運動会での昼食から）

健康づくりの３要素である栄養・適度な運動・休養をバ
ランスよく保っていくことが健康増進につながります
（先月23日に行われた大浦小学校の運動会での昼食から）

【３】

に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の

発
病
を
予
防
す
る
「
一
次
予
防
」
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
健
康
や

ま
だ
21
プ
ラ
ン
で
は
、
▼
町
民
一
人

ひ
と
り
の
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
へ

の
支
援
▼
「
一
次
予
防
」
を
重
点
に

し
た
健
康
づ
く
り
の
推
進
▼
「
壮
年

期
（
六
十
五
歳
未
満
）
死
亡
の
減
少
」

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
の
た
め
、
町

民
や
地
域
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

を
持
っ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進
▼
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
た
地

域
活
動
の
推
進
│
│
の
４
項
目
を
基

本
理
念
に
掲
げ
、
具
体
的
な
推
進
事

項
と
し
て
生
活
習
慣
病
に
関
連
す
る

九
つ
の
領
域
別
の
取
り
組
み
や
目
標

数
値
を
定
め
て
い
ま
す
。

領域別の主な取り組みと指標
※指標（現状値→平成24年目標値）

【栄養・食生活】

乳幼児期…好き嫌いなく良くかんで何でも食べま
しょう　青少年期…１日３食、きちんと食べる習慣を
付けましょう　成人期…栄養バランスを考えた食事を
取るようにしましょう　高齢期…塩分の摂取量を１日
10ｇ以下にしましょう
・成人の１日当たりの食塩摂取量（12.8ｇ→10.0ｇ以下）

【身体活動・運動】

乳幼児期…親子の遊びを通して運動しましょう　青
少年期…スポーツや運動に親しみ運動習慣を身に付け
ましょう　成人期…生活の中に運動を取り入れ、運動
習慣を身に付けましょう　高齢期…自分の体力に合っ
た運動の習慣化を心掛けましょう
・１日30分以上で週３日以上、運動している人の割合
（男性26.9％→37.0％、女性21.2％→32.0％）

【休養・こころ】

乳幼児期…絵本の読み聞かせや親子の遊びで、家族
の触れ合いを持ちましょう　青少年期…１人で悩まず
親や先生に相談しましょう　成人期…あいさつを交わ
し近所付き合いを大切にしましょう　高齢期…人との
交流や社会参加による生きがいをつくりましょう
・毎日が充実していると感じている人の割合
（47.0％→57.0％以上）

【がん】

バランスの取れた食事やストレスをためないなど、
自分に合った生活習慣を身に付けましょう
・胃がん検診受診率（18.1％→25.0％）
・肺がん検診受診率（9.7％→25.0％）

【糖尿病】

乳幼児期…甘い物の取り過ぎや、おやつの食べ過ぎ
に注意しましょう　青少年・成人・高齢期…規則正し
いバランスの取れた食習慣を身に付け、適正体重の維
持に努めましょう
・循環器検診における糖尿病検査の要指導者の割合
（7.1％→減少へ）

【循環器疾患】

乳幼児期…バランスの取れた食事、薄味の食習慣を
身に付けましょう　青少年期…栄養バランスの取れた
食事を取りましょう　成人・高齢期…塩分や脂肪を取
り過ぎないようにしましょう
・循環器検診の受診率（40.4％→50.0％）

【口腔保健】

乳幼児・青少年期…虫歯予防のために正しい歯磨き
習慣を身に付けましょう　成人期…虫歯、歯周病予防
のため丁寧に歯を磨きましょう　高齢期…かかりつけ
歯科医を持ち、定期的に歯科・歯周病検診を受けま
しょう
・３歳児の虫歯のない割合（52.6％→70.0％以上）
・12歳児における１人平均虫歯数（4.4本→1.5本）

【アルコール】

未成年…お酒について正しい知識を身に付けましょ
う　成人…お酒は適正量を守り週２日は休みましょう
妊産婦…胎児や子供への影響を考えお酒は飲まないよ
うにしましょう
・１日に３合以上飲む人の割合（7.6％→5.0％）

【たばこ】

未成年…喫煙による健康被害を正しく理解しましょ
う　成人…禁煙、分煙に努め喫煙マナーを守りましょ
う　妊産婦…胎児や子供への影響を考えたばこを吸わ
ないようにしましょう
・喫煙者の割合
（男性52.3％→30.0％、女性11.6％→7.0％）

計
画
の
実
現
に
向
け
て

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

生
涯
を
通
じ
心
身
共
に
健
康
で
あ

り
た
い
│
│
。
こ
れ
は
町
民
の
皆
さ

ん
共
通
の
願
い
で
す
。
計
画
の
実
現

に
は
家
庭
や
地
域
、
学
校
な
ど
が
町

民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く

と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
が
生
活
習

慣
の
改
善
目
標
を
設
定
し
、
積
極
的

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
。
す
べ
て
の
町
民
が
健

康
で
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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が
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疾
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脳
血
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そ
の
他

�本町の死亡数と死因別死亡割合



【４】

期
日
前
投
票
制
度
は
、
従
来
の
不

在
者
投
票
の
う
ち
、
名
簿
登
録
地
の

市
区
町
村
の
不
在
者
投
票
所
で
直
接

行
う
投
票
が
「
期
日
前
投
票
」
に
移

行
さ
れ
た
も
の
で
、
投
票
手
続
き
を

よ
り
簡
素
化
し
た
も
の
で
す
。

選
挙
は
、
選
挙
期
日
（
投
票
日
）

に
投
票
所
に
出
向
き
投
票
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
期
日
前

投
票
に
お
い
て
は
、
選
挙
期
日
前
で

あ
っ
て
も
選
挙
期
日
と
同
じ
く
投
票

用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
て
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
従
来
の
不
在
者
投
票
の
よ

う
に
投
票
用
紙
を
内
封
筒
お
よ
び
外

封
筒
に
入
れ
、
外
封
筒
に
署
名
す
る

と
い
っ
た
手
続
き
が
不
要
と
な
り
、

投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
（
上

図
参
照
）。

対
象
者
は
選
挙
期
日
に
仕
事
や
旅

行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
の
用
務

が
あ
る
な
ど
、
従
来
の
不
在
者
投
票

事
由
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人

で
す
。
投
票
の
際
に
は
従
来
の
不
在

者
投
票
と
同
様
に
「
宣
誓
書
」
の
提

出
が
必
要
。
投
票
場
所
は
各
市
区
町

村
に
一
カ
所
以
上
設
け
ら
れ
る
「
期

日
前
投
票
所
」
と
な
り
ま
す
。
投
票

期
間
は
選
挙
期
日
の
公
示
日
ま
た
は

告
示
日
の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前

日
ま
で
の
間
で
す
。

な
お
、
名
簿
登
録
地
以
外
の
市
区

町
村
や
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で

の
不
在
者
投
票
は
、
従
来
ど
お
り
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
期
日
に
は
選
挙
権
を

有
す
る
が
、
選
挙
期
日
前
に
投
票
を

行
お
う
と
す
る
日
に
お
い
て
、
ま
だ

選
挙
権
を
有
し
な
い
人
（
選
挙
期
日

に
二
十
歳
を
迎
え
る
人
な
ど
）
は
、

期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
例
外
的
に
名
簿
登
録
地
の

市
区
町
村
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

公
職
選
挙
法
が
一
部
改
正

不
在
者
投
票
の
手
続
き
を
簡
素
化

選
挙
人
の
投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
公
職
選
挙

法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
不
在
者
投
票
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
投
票
日
前
で
も
直
接
投
票
箱
に
投
票
で
き
る

「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
ほ
か
、
今
年
二
月
に
は

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
選
挙
人
を
対
象
に
し
た
「
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
制
度
」
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
同
制
度
の
主
な
変
更
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

�期日前投票による投票手続きの簡素化

「
期
日
前
投
票
制
度
」
が

新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

制
度
が
改
善
さ
れ
ま
し
た

対
象
者
の
拡
大

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
と
は
、

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
選
挙
人

区　　　　分 障害などの程度

区　　分 障害などの程度

身 体 障 害 者 手 帳

戦 傷 病 者 手 帳

介護保険の被保険者証

身体障害者手帳
戦傷病者手帳

【５】

に
つ
い
て
、
郵
便
に
よ
り
投
票
を
行

う
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
介
護
保
険

法
上
の
要
介
護
者
で
、
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
５
」
で
あ
る
者
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
が
、
新
た
に

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（
上
表
参
照
）。

投
票
の
際
に
は
「
郵
便
投
票
証
明

書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
投

票
を
予
定
し
て
い
る
方
は
事
前
に
申

請
し
ま
し
ょ
う
。

「
代
理
記
載
制
度
」
の
創
設

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
選
挙
人
で
、
自
ら
投

票
の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

者
と
し
て
定
め
ら
れ
た
次
の
①
ま
た

は
②
に
該
当
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
の

委
員
長
に
届
け
出
た
者
「
代
理
記
載

人
（
選
挙
権
を
有
す
る
者
に
限
り
ま

す
）」
に
、
投
票
に
関
す
る
記
載
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
身
体
障

害
者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
上

肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が

一
級
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
者

②
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
上
の
戦
傷

病
者
で
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢

ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特

別
項
症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
で
あ

る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を

行
う
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
申
請
に
加

え
て
、
代
理
記
載
人
と
な
る
べ
き
者

の
届
け
出
な
ど
の
手
続
き
を
事
前
に

行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
手

続
き
は
、
上
図
の
と
お
り
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
�
８
２
│
３
１
１
１

内
線
４
１
１
）
へ
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

�郵便投票ができる人 ※太字（緑色）は新たに対象になったものです。

�代理記載投票ができる人

�代理記載による投票手続き

両下肢、体幹、移動機能
心臓、腎臓、呼吸器、膀胱、直腸、小腸
免疫
両下肢、体幹
心臓、腎臓、呼吸器、膀胱、直腸、小腸
要介護状態区分

1級または2級
1級または3級
1 級から3級
特別項症から第2項症
特別項症から第3項症
要介護5

上肢または視覚
上肢または視覚

1級
特別項症から第2項症

山田町長選挙

7月6日告示
7月11日投票
任期満了（７月14日）に伴

う山田町長選挙が７月６日告
示、11日投票で行われます。
詳しい内容については、次

号の広報でお知らせします

参議院議員の通常
選挙日程の見通し

6月24日公示
7月11日投票
第20回参議院議員通常選挙

が６月24日公示、７月11日投
票で行われる見通しです。こ
のことにより山田町長選挙と
同じ日に投票が行われる見通
しとなっています。
詳しい日程については、次

号の広報でお知らせします。

海区の補欠選挙は
無投票当選が決定
５月16日執行の岩手海区漁

業調整委員会委員補欠選挙
（定数１）は５月７日告示さ
れ、定数１と同数しか立候補
の届け出がなかったので、無
投票当選が決まりました。
�当選者　広田湾漁業協同組
合（陸前高田市広田町字泊
102番地４）



【６】

平
成
十
六
年
春
の
叙

勲
で
、
本
町
の
平
井
俊

榮
さ
ん
（
豊
間
根
・
七
三

）

が
教
育
研
究
功
労
と
し

て
瑞
宝
中
綬
章
に
、
井

上
義
一
さ
ん
（
中
央

町
・
七
八

）
が
保
健
衛
生

功
労
と
し
て
旭
日
双
光

章
に
輝
き
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
地
域

社
会
の
振
興
に
尽
く
し

て
き
た
そ
の
功
績
に
、

光
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

「
と
て
も
名
誉
な
こ
と
で
す
。
支

え
て
く
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
」
と
喜
び
を
語
る
平
井
さ
ん
。

昭
和
三
十
九
年
か
ら
平
成
十
三
年
ま

で
の
三
十
七
年
間
に
わ
た
り
、
駒
澤

大
学
で
教
べ
ん
を
と
る
ほ
か
、
東
京

大
学
文
学
部
や
早
稲
田
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
な
ど
で
講
師
を
務
め
ま

し
た
。
こ
の
間
、
仏
教
思
想
学
会
理

事
や
日
本
私
立
大
学
連
盟
評
議
員
な

ど
を
歴
任
。
昭
和
四
十
九
年
に
は
、

東
京
大
学
の
文
学
博
士
を
取
得
し
ま

し
た
。
平
成
二
年
か
ら
の
三
年
間
は
、

駒
澤
大
学
の
学
長
を
務
め
る
な
ど
教

育
の
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
、
共
書
「
阿あ

毘び

達だ
る

磨ま

倶く

舎し
ゃ

論ろ
ん

索
引
（
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
）」

で
、
学
術
上
特
に
優
れ
た
論
文
や
著

書
な
ど
の
研
究
業
績
に
対
し
て
贈
ら

れ
る
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
。「
な

か
な
か
頂
け
る
賞
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

研
究
に
携
わ
っ
た
仲
間
の
サ
ポ
ー
ト

に
よ
り
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

地
域
住
民
に
支
え
ら
れ
て

今
後
も
地
域
医
療
に
力
を

「
叙
勲
の
授
章
式
後
に
皇
居
豊
明

殿
で
天
皇
陛
下
に
拝は

い

謁え
つ

す
る
機
会
が

あ
り
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
」
と
、

感
動
の
瞬
間
を
語
る
井
上
さ
ん
。
東

北
大
学
医
学
専
門
部
を
卒
業
後
、
総

合
病
院
な
ど
の
勤
務
を
経
て
、
昭
和

く
、
下
閉
伊
、
上
閉
伊
管
内
や
福
祉

事
務
所
な
ど
を
説
明
に
回
る
な
ど
苦

労
は
し
ま
し
た
が
、
今
は
い
い
思
い

出
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
か
ら
町
育
英
会
理
事

を
続
け
る
ほ
か
、
町
漕
艇
協
会
会
長

や
県
漕
艇
協
会
副
会
長
を
歴
任
す
る

な
ど
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
も
地

域
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
井
上
さ

ん
。
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
「
こ
れ

ま
で
地
域
の
た
め
に
力
を
注
い
で
き

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
域

に
と
っ
て
人
材
育
成
や
医
療
は
一
番

大
切
な
こ
と
。
今
後
も
わ
た
し
を
必

要
と
す
る
方
が
い
る
限
り
、
地
域
医

療
の
分
野
な
ど
で
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
的
に
話
し
ま
す
。

瑞宝中綬章
〈教育研究功労〉

平　井　俊
しゅん

榮
えい

さん
（豊間根・73歳）

旭日双光章
〈保健衛生功労〉

井　上　義
ぎ

一
いち

さん
（中央町・78歳）

た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
ま

た
、「
法ほ

っ

華け

玄げ
ん

論ろ
ん

の
註
釈
的
研
究
」

な
ど
多
種
の
著
書
を
通
し
て
教
育
研

究
に
尽
力
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
に
宝
珠
院
の
住
職

と
な
り
、
東
京
と
本
町
を
行
き
来
す

る
生
活
を
続
け
、
平
成
十
三
年
に
大

学
を
退
職
。
東
京
か
ら
本
町
に
住
所

を
移
し
、
住
職
ひ
と
筋
と
な
っ
た
平

井
さ
ん
。「
山
田
町
民
と
し
て
受
章

で
き
光
栄
で
す
。
檀だ

ん

家か

や
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

住
職
に
な
っ
て
か
ら
も
大
学
に
勤
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
恩
返
し

に
な
り
ま
す
」
と
地
域
に
支
え
ら
れ

て
の
受
章
に
感
激
の
面
持
ち
で
す
。

三
十
年
、
現
在
地
に
内
科
・
小
児
科

医
院
を
開
業
。
長
年
に
わ
た
り
地
域

の
医
療
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
か
ら
山
田
高
校
校
医
、

平
成
元
年
か
ら
山
田
南
小
と
大
沢
小

の
校
医
と
し
て
学
校
保
健
の
向
上
に

取
り
組
む
ほ
か
、
宮
古
医
師
会
理
事

や
県
医
師
会
広
報
委
員
を
務
め
る
な

ど
地
域
医
療
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
な
ど
の
欧
米
諸
国
の
視
察
を
通
じ

て
高
齢
者
医
療
の
重
要
性
を
認
識
し
、

昭
和
四
十
九
年
に
県
内
で
五
番
目
、

沿
岸
初
と
な
る
民
間
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
開
設
。「
介
護
士
な
ど

の
職
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

の
開
業
で
し
た
。
入
所
す
る
人
が
な
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薬
剤
師
の
熊
谷
壯
一
郎

さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
学
校

薬
剤
師
制
度
五
十
周
年
記

念
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
か
ら
現

在
ま
で
、
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
の
学
校
薬
剤
師
と

し
て
、
学
校
の
環
境
衛
生

の
向
上
に
取
り
組
む
ほ
か
、

四
十
年
か
ら
県
学
校
薬
剤

師
会
の
幹
事
や
宮
古
支
部

長
、
副
会
長
を
歴
任
。
五

十
四
年
か
ら
現
在
ま
で
宮

古
薬
剤
師
会
会
長
を
務
め

度
は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
基
準

が
常
に
変
わ
る
の
で
、
学
校
職
員
や

養
護
教
諭
と
密
接
に
連
絡
を
取
り
合

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
強
調

す
る
熊
谷
さ
ん
。
現
在
、
家
業
の
処

方
せ
ん
の
調
剤
や
医
薬
品
の
販
売
の

ほ
か
、
町
学
校
保
健
会
副
会
長
や
町

青
少
年
問
題
協
議
会
副
会
長
を
務
め

る
な
ど
忙
し
い
毎
日
で
す
。「
来
年

に
は
古
希
を
迎
え
ま
す
。
今
後
は

ゆ
っ
く
り
と
次
な
る
人
生
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
�
頑
張
ら
ず
�
健
康

の
限
り
自
然
体
で
過
ご
し
た
い
」
と

温
和
な
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

を
設
立
さ
せ
ま
し
た
。

学
校
薬
剤
師
の
業

務
に
つ
い
て
「
以
前

よ
り
学
校
に
行
く
頻

る
な
ど
、
薬
事
関
係
事
業
の
発
展
向

上
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

親
の
仕
事
を
継
ご
う
と
薬
剤
師
を

志
し
た
熊
谷
さ
ん
は
、
東
京
の
薬
局

に
就
職
し
た
後
、
昭
和
三
十
四
年
に

郷
里
に
戻
り
宮
古
保
健
所
の
薬
剤
師

と
し
て
勤
務
。「
保
健
所
業
務
と
し

て
宮
古
・
下
閉
伊
管
内
の
学
校
を
巡

回
し
ま
し
た
が
、
環
境
衛
生
基
準
に

達
し
て
い
な
い
所
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
」
と
当
時
の
状
況
に
つ
い
て

話
し
ま
す
。
三
十
七
年
に
は
家
業
に

就
き
、
管
内
の
約
三
十
人
の
薬
剤
師

と
共
に
県
学
校
薬
剤
師
会
宮
古
支
部

今
後
は
自
然
体
で
の
人
生
を

学校薬剤師制度５０周年記念
文部科学大臣表彰を受賞した

熊 谷 壯
そう

一
いち

郎
ろう

さん（中央町・６９歳）

場登民町
１０２

第
三
十
六
回
県
高
等
学
校
選
抜
剣

道
大
会
で
、
山
田
高
校
剣
道
部
男
子

が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

大
会
は
五
月
十
五
日
に
盛
岡
市
の

県
営
武
道
館
で
開
か
れ
、
昨
秋
の
県

新
人
大
会
上
位
校
な
ど
十
六
校
が
参

加
し
、
団
体
の
勝
ち
抜
き
戦
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

初
戦
で
黒
沢
尻
北
高
を
二
人
残
し

で
下
し
た
山
田
高
校
は
、
続
く
準
々

決
勝
で
も
盛
岡
北
高
を
二
人
残
し
で

破
り
、
準
決
勝
へ
進
出
。
準
決
勝
で

は
、
県
新
人
大
会
の
覇
者
で
あ
る
盛

岡
南
高
に
一
人
残
し
で
競
り
勝
ち
、

決
勝
へ
と
こ
ま
を
進
め
ま
し
た
。

決
勝
の
相
手
は
強
豪
の
花
巻
北
高
。

山
田
高
の
先
鋒
・
佐
藤
剛
選
手
が
２

勝
１
分
け
と
活
躍
す
る
な
ど
大
将
に

出
番
を
回
さ
ず
、
一
人
残
し
で
接
戦

を
制
し
ま
し
た
。

佐
藤
剛
主
将
は
、「
み
ん
な
の
力

で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
信
が

つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
全
員
で

つ
な
い
で
い
く
試
合
展
開
で
上
位
を

狙
い
た
い
で
す
」
と
今
後
の
活
躍
を

誓
っ
て
い
ま
し
た
。

個
人
賞
で
は
杉
本
晃
宣
選
手
が
優

秀
選
手
賞
に
輝
い
て
い
ま
す
。

◇
出
場
選
手
　
佐
藤
剛
、
湊
貴
之
、

湊
紘
一
、
杉
本
晃
宣
、
�
橋
知
義
、

武
藤
聖
英
（
以
上
三
年
）、
沼
崎

繁
（
二
年
）

〈
敬
称
略
〉

県高等学校選抜剣道大会

山田高男子が初優勝

前列左から佐藤剛、湊貴之、湊紘一、杉本晃宣、後列
左から深田耕治監督、�橋知義、武藤聖英、沼崎繁
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孫
が
五
人
い
ま
す
。
ひ
孫
は
家
に
よ

く
遊
び
に
来
て
く
れ
て
、
可
愛
く
て

し
ょ
う
が
な
い
で
す
ね
。

★
大
事
に
し
て
い
る
物
は

家
に
あ
る
物
は
み
ん
な
宝
物
で
す
。

一
生
懸
命
働
い
て
稼
い
だ
お
金
で

買
っ
た
物
で
す
か
ら
、
も
っ
た
い
な

く
て
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

★
趣
味
は
何
で
す
か

裁
縫
な
ど
は
暇
が
あ
れ
ば
や
っ
て

い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
が
一
番
面
白
い
で
す
ね
。
仲
間
と

や
る
の
が
楽
し
く
て
毎
日
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
通
っ
て
い
ま
す
。
百
歳

過
ぎ
て
も
現
役
で
続
け
た
い
で
す
。

100
歳
過
ぎ
て
も
現
役
で
い
た
い

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
か

二
十
一
歳
で
嫁
い
で
か
ら
主
人
を

亡
く
す
ま
で
の
三
十
四
年
間
、
主
人

と
の
り
養
殖
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

毎
朝
二
〜
三
時
に
起
き
て
仕
事
を
し

な
が
ら
育
児
や
家
事
に
追
わ
れ
、
休

む
間
も
な
い
毎
日
で
し
た
。
洗
濯
機

が
な
い
時
代
で
し
た
の
で
、
洗
濯
が

一
番
大
変
で
し
た
ね
。

★
家
族
構
成
は

子
供
が
五
人
、
孫
が
十
一
人
、
ひ

( 藤　イチヨ
　　

さん
（長崎・85歳）

広
域
に
頼
る
術
な
き
市
町
村
の

か
ま
ど
の
煙
様
々
に
見
ゆ

昆
野
陽
子
（
織
笠
・
66
歳
）

初
夏
の
山
に
登
り
て
健
や
か
に

佐
々
木
ヱ
ミ
子
（
飯
岡
・
？
歳
）

ラ
イ
ラ
ッ
ク
清
し
く
匂
ふ
通
学
路

一
年
生
が
「
ス
キ
ッ
プ
」
で
行
く

佐
藤
美
栄
子
（
大
沢
・
82
歳
）

昨
年
の
不
作
を
思
ひ
種
を
蒔
く

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
76
歳
）

夜
の
し
じ
ま
電
話
の
鳴
り
て

目
ざ
め
お
き
無
言
に
切
れ
て

心
い
ら
だ
つ

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
69
歳
）

公
園
の
人
影
薄
く
花
も
終
え

松
�
�
雄
（
船
越
・
69
歳
）

日
増
し
に
ま
さ
る
「
も
え
ぎ
色
」

染
む
る
る
山
よ
今
日
は
母
の
日

千
代
川
貞
（
大
沢
・
78
歳
）

祭
日
の

花
は
に
お
い
け
り
美
し
く

今
日
は
慰
霊
祭
父
と
話
す

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
Ｙ
Ｔ（

織
笠
・
？
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

「
本
当
は
、
心
で
す
。」

実
感
し
て
ま
す
か
…
？

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。

経
験
が
、
何
よ
り
も
、

見
る
こ
と
が
、
話
す
こ
と
が
、

聞
く
こ
と
が
、

こ
の
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
、

私
の
肌
で
、
私
の
体
で

心
で
実
感
し
て
ま
す
か
？

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
深
キ
ョ
ン
大
好
き
�

（
長
崎
・
？
歳
）

投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

先
日
、
ミ
ニ
バ
ス
の
大
会
で
久
し

ぶ
り
に
山
田
北
小
へ
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
柳
沢
地
区
に
新
し
い
道

路
が
出
来
て
い
た
こ
と
も
知
ら
ず
、

い
つ
も
の
狭
い
道
路
を
走
っ
て
い
た

ら
、
小
学
校
を
前
に
し
て
通
行
止
め

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
慌
て
て
友
人

に
電
話
し
て
聞
き
、
新
し
い
道
路
を

走
り
何
と
か
北
小
へ
到
着
し
ま
し
た
。

「
北
小
入
口
」
の
看
板
も
無
け
れ

ば
、
以
前
か
ら
あ
る
看
板
が
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
ま
し
た
。
分
か
り
や
す

い
看
板
を
設
置
し
、
広
報
で
も
知
ら

せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

阿
部
千
賀
子
（
長
崎
・
？
歳
）

【
回
答
・
地
域
整
備
課
】

現
在
、
柳
沢
地
区
で
は
町
発
注
の

土
地
区
画
整
理
事
業
と
、
県
発
注
の

関
口
川
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
工
事
に
伴
い
道
路
が
変
わ
っ
た

場
合
な
ど
に
は
広
報
に
掲
載
し
た
り
、

看
板
を
設
置
し
た
り
し
て
き
ま
し
た

が
、
分
か
り
に
く
い
場
所
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

北
小
ま
で
の
看
板
設
置
を

まつやまみどりちゃん
（織笠保育園・５歳）

犬
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
ろ
う

我
が
家
に
も
犬
が
い
ま
す
。
散
歩

を
し
て
い
て
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
な
ぜ
自
分
の
犬
の
ふ
ん
を

持
っ
て
帰
れ
な
い
人
が
い
る
の
か

な
ー
っ
て
！
し
っ
か
り
持
ち
帰
っ
て

い
る
人
も
い
る
け
ど
、
持
ち
帰
ら
な

い
人
は
持
ち
帰
っ
て
い
る
人
を
見
て

ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
な
？
犬
の
ふ

ん
は
ね
、
た
だ
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
取
っ

て
む
す
び
、
き
ん
ち
ゃ
く
に
入
れ
て

家
に
持
ち
帰
り
、
ゴ
ミ
に
出
す
だ
け

だ
よ
！
簡
単
だ
よ
。

そ
れ
を
や
る
だ
け
で
山
田
町
が
き

れ
い
に
き
っ
と
な
る
よ
！

佐
々
木
梨
沙
子
（
織
笠
・
９
歳
）

大
盛
況
の
ア
サ
リ
ま
つ
り

先
日
行
わ
れ
た
ア
サ
リ
ま
つ
り
…
。

今
年
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
大
盛
況
に
終
わ
り
う
れ
し
い

限
り
で
す
。
し
か
し
、
�
ア
サ
リ
か

き
�
好
き
な
わ
た
し
は
、
見
て
い
る

だ
け
で
ウ
ズ
ウ
ズ
…
。
い
つ
か
は
お

客
様
と
し
て
参
加
す
る
ぞ
！

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ヨ
ッ
シ
ー
の
母

（
船
越
・
39
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

花
枯
れ
て
人
世
を
知
る
今
朝
の
庭

古
藤
野
強
（
豊
間
根
・
79
歳
）

所
に
は
分
か
り
や
す
い
看
板
を
設
置

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
ご
理
解

願
い
ま
す
。
な
お
、
昨
年
完
成
し
た

都
市
計
画
道
路
を
右
図
の
と
お
り
再

度
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
関
口
川
の
河
川
管
理
用
道

路
の
一
部
区
間
（
右
図
参
照
）
が
次

の
と
お
り
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
場
所
　
関
口
川
鮭
ふ
化
場
付
近

▽
期
間
　
平
成
十
八
年
九
月
ま
で

▽
規
制
内
容
　
終
日
全
面
通
行
止
め

（
関
係
者
を
除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
宮
古
地
方
振
興
局

土
木
部
河
川
港
湾
課
（
�
６
４
│

２
２
２
１
）
ま
た
は
役
場
地
域
整

備
課
区
画
整
理
担
当
（
�
８
２
│

３
１
１
１
内
線
２
４
１
）へ
ど
う
ぞ
。

【８】【９】

元気なばあちゃん ── vol.
8元気なばあちゃん

サ
ボ
テ
ン
買
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
�（
？
）

よ
つ
が
や（
15
）

関
綾
乃（
９
）

山
�
心（
10
）

れ
い
ん
Ｂ
Ｏ
Ｗ（
？
）

池
田
悠
馬（
９
）

ク
ロ
ー
バ
ー（
12
）

波
田
陽
区
ラ
ヴ（
笑
）。（
？
）

ラ
ティ
ティ
ア
☆（
？
）

ビ
ー
ン
ズ
☆（
14
）

プ
ッ
チ
ン
プ
リ
ン（
10
）

D
on'ttouch!!

（
14
）

P
itch
P
iY
U
A

（
10
）

田
畑
有
望（
10
）

Ｆ
２（
16
）

伊
藤
有
紗（
12
）

ミ
ッ
木
ー（
14
）

今
野
光（
８
）

稲
川
美
里（
10
）

マ
ジ
ッ
ク
★（
？
）

姫（
？
）

ろ
っ
く
ん
・
ろ
ぉ
ら
ぁ（
14
）

夢
子（
15
）

鈴
木
理
紗（
15
）

沼
崎
晴
香（
９
）

お
の
は
る
な（
５
）

血
ま
み
れ
オ
ッ
キ
ー（
12
）

芳
賀
奈
都
美（
？
）

3
7
1
0

（
14
）

さ
く
ら
ん
ぼ（
？
）

貫洞明日香（11）

トラブル（12）

チェリー（12）

た
よ

ま
ち
ま
ち

す
が

わ

はまなす学園大運動会
第20回はまなす学園大運動会が開催され

ます。施設利用者による競技のほか、わか
き保育園と山田幼稚園の園児による遊戯も
披露されます。どうぞご来場ください。
�日時　6月6日（日）

午前9時半～午後零時半
�場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館前グラ
ウンド（雨天の場合は体育館で行います）
�問い合わせ はまなす学園（�84－3231）
へどうぞ。

�



山田の海を守る会（会長・沼崎喜一町長）が主催する「山
に広葉樹を植える運動」第4回植樹祭が5月16日、織笠新
田地区の町有地で開かれました。海との結び付きの強い森
の必要性と大切さを再認識してもらおうと行われているも
ので、町内の森林愛護団体や海づくり少年団、漁協関係者
など300人が参加。スコップを片手に豊かな緑をはぐくむ森
づくりに取り組みました。この日植えられた苗木は、コナ
ラ700本とブナ100本の計800本。参加した皆さんは小さな緑
の成長を願いながら一本一本丁寧に植え込んでいました。

第4回植樹祭に300人

ずっと残そう豊かな緑

5月15日、山田町国際交流協会（清水誠勝会長・会員38
人）主催の「キッチンからの国際交流」が開かれ、町民
25人が参加しました。異国の食文化を通じて外国人との交
流を深めようと行っているもので、この日は中国の{富蕾
さん（宮古市・34歳）を講師に招き、三

さん

鮮
せん

水餃子作りに挑
戦しました。生地の下準備と具の味付けまでは順調に進ん
でいましたが、具を皮に包む段階で悪戦苦闘する参加者。
講師から何度も生地ののばし方や具の包み方を教わるな
ど、本場の中国料理を通じて交流を深めていました。

キッチンからの国際交流

本場の水餃子づくりに挑戦

先月亡くなった元町助役の箱石二郎さんの長男英年さん
（大沢・55歳）が町に10万円を寄付しました。5月21日、
故・箱石さんのご家族を代表して英年さんが役場を訪問。
「町の発展のために役立ててください。故人は山田町に大
変お世話になったので、山田のために使ってもらえれば喜
んでくれると思います」と沼崎喜一町長に寄付金を手渡し
ました。これに対し沼崎町長は「町の福祉向上のために有
効に使わせていただきます」とお礼の言葉を述べました。

町の振興にお役立てください

二郎さんの長男
元助役・故箱石１０万円を寄付

【１０】

シャーフーレイ

すい ぎょう ざ

今月の題字
ながさわかずや君
（山田南小 1年）

大きくなってこの川に帰ってきてね──。4月30日、関
口川で「サケ稚魚放流会」が行われ、山田北小学校（福士
久雄校長・児童146人）の2年生28人が参加しました。同放
流会は子供たちにサケ資源の大切さや川をきれいにする心
を養ってもらおうと毎年行っているもので、この日放流し
たのは山田湾漁協が提供した体長約6㌢の稚魚1万匹。子
供たちは、優しく声を掛けながら次々に放流し、元気に海
へと泳ぎだす稚魚の姿を静かに見守っていました。

町海洋深層水利活用調査等検討委員会（菊地和三会長）で
は、三陸沖で採取した海洋深層水で仕込んだうどん「干し
麺」を開発しました。本町の釜揚げ屋（川村芳宏代表）が中心
となって商品化したもので、小麦は県産、麺の練り水には
海洋深層水を25㌫使用。食感やのどごしが良く添加物を一
切加えていないことから体に優しい食品といえます。干し
麺は300㌘、350円。「道の駅やまだ」などで取り扱っていま
す。本町の新たな名物を贈答用などとしてご利用ください。

陸中山田ライオンズクラブ（小原義明会長・会員24人）
では、豊間根小学校（濱田宏一校長・児童141人）に防犯用
さすまた2本を寄贈しました。全国的に学校に侵入する不
審者が増えていることから、いざというときに役立てても
らおうと贈ったものです。贈呈式は5月19日に同校で行わ
れ、小原会長ら3人が訪問。小原会長が「これを使わなく
て済むことを願いますが、万が一のときには役立ててくだ
さい」と濱田校長に手渡しました。同クラブでは町内のす
べての小、中学校にさすまたを2本ずつ贈っています。

【１１】

オンズクラブ
陸中山田ライ 防犯用さすまたを贈る

万が一のときに役立てて

「干し麺」を商品化

食感やのどごしが最高

関口川でサケ稚魚放流会

大きくなって帰ってきてね

めん



【１２】

２０

８０

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

食
後
の
歯
磨
き
で
歯
周
病
防
ぎ

申 し 込 み

名　称 期 日 時　　　間 対　　象　　者

実施場所 期 日 時　　間 申込先

��月の教室 場所：保健センター

�三種混合とはしかの予防接種 （�月）

井上医院 随　時 診療時間内 随　時 82－2956

うらべ内科 〃 〃 〃　 82－0123

近藤医院 〃 〃 〃 82－3328

後藤医院 〃 〃 接種する日の前日 82－6690

機能訓練
教　　室 月曜日 午前10時～

午後2時半
病気やけがなどで体の不
自由な方

母親教室 24日 妊娠している方〃

�各種教室に参加を希望する方は、役場保健福祉課保健指導担当（内

線165）へご連絡ください。

ひよこ教室 18日 午前10時～正 午 言葉や運動機能の発達な
どで心配のある幼児

項　　　　目 期日 受　付　時　間 対　 象 者

��月の各種相談・健診 場所：保健センター

�乳幼児健診・相談で持参する物…母子健康手帳、赤ちゃん手
帳、バスタオル、歯ブラシ（３歳児健診の該当者）、幼児の
上履き。
�３カ月児健診、６カ月児相談では離乳食の試食もあります。
�３歳児健診該当者には、３歳３カ月ころに通知します。
※今まで該当月に受けていない人は、必ずおいでください。

3 カ 月 児 健 診 10、17日 午後1時～1時20分 〃

6 カ 月 児 相 談 10日 午後1時～1時20分 〃

10 カ 月児健診 17日 午後1時～1時半 〃

3 歳 児 健 診 9 日 午後零時50分～1時半 対象者には通知します

健 康 相 談 15日 午前10時～正 午 一般町民

場　　所期 日 時　　間 担当嘱託医師

��月の精神保健クリニック

10日 午後１時～4時 及川暁先生（宮古山口病院）宮古保健所

22日 〃 三浦正之先生（三陸病院）保健センター

各種相談、健診、予防接種の問い合わせは、
役場保健福祉課保健指導担当（�82－3111
内線161、165、166）へお気軽にどうぞ。 保 健 だ よ り

６月４日～10日
「歯の衛生週間」

食
後
の
歯
磨
き
で
歯
周
病
防
ぎ

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

目
指
そ
う
　
歳
で
　
本
の
歯

六
月
四
日
〜
十
日
は
「
歯
の
衛
生

週
間
」
で
す
。
食
べ
物
を
何
で
も
よ

く
か
ん
で
食
べ
る
た
め
に
は
、
二
十

本
以
上
の
歯
が
必
要
で
す
。
し
っ
か

り
か
む
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
八
十

歳
を
過
ぎ
て
も
心
身
と
も
に
健
康
な

人
が
多
い
と
い
う
研
究
報
告
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
十
四
年
度
に
町
で

行
っ
た
健
康
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
五

十
代
か
ら
歯
を
失
う
人
が
急
激
に
増

え
、
七
十
歳
以
上
で
は
半
数
近
く
の

人
が
四
本
以
下
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

四
十
歳
以
上
の
人
が
歯
を
失
う
主

な
原
因
は
歯
垢
に
よ
る
歯
周
病
。
食

べ
か
す
な
ど
の
塊
で
あ
る
歯
垢
は
、

歯
磨
き
を
怠
っ
た
り
糖
分
を
取
り
過

ぎ
た
り
す
る
と
口
の
中
で
細
菌
が
増

殖
し
、
歯
茎
の
腫
れ
や
出
血
な
ど
の

炎
症
を
起
こ
す
歯
周
炎
を
発
症
し
ま

す
。
さ
ら
に
悪
化
し
て
歯
周
病
に
な

る
と
、
歯
茎
が
や
せ
て
歯
が
ぐ
ら
つ

き
、
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

歯
周
病
の
予
防
に
は
、
食
後
に
丁

寧
な
歯
磨
き
を
行
い
、
口
の
中
を
い

つ
も
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
基
本
。
ま

た
、
食
生
活
を
見
直
す
こ
と
も
重
要

で
す
。
甘
い
物
や
軟
ら
か
い
物
を
控

え
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
す

る
と
、
だ
液
の
分
泌
が
増
え
、
口
の

中
の
汚
れ
を
洗
い
流
し
て
く
れ
ま
す
。

年
に
一
度
は
歯
医
者
で
歯
周
病
の
検

査
を
受
け
る
な
ど
、
歯
の
ケ
ア
を
き

ち
ん
と
行
い
、
八
十
歳
で
二
十
本
以

上
の
歯
の
保
持
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

８０８０８０８０８０８０８０８０８０８０８０８０８０８０８０８０８０

２０２０２０２０２０２０２０２０２０２０２０２０２０２０２０２０２０

�心の健康についての相談を行っています。ご希望の方は、前日ま

でに役場保健福祉課厚生援護担当（内線132）へお申し込みください。

全血献血にご協力を
�期日　６月17日（木）
�時間と場所　午前９時20分～11時20分・㈱エフビー前
午後１時～１時40分・大浦漁業協同組合前　午後２時
半～３時20分・船越湾漁業協同組合前　午後４時10分
～５時・和田工業㈱前
�問い合わせ　役場保健福祉課健康管理担当（内線161）
へどうぞ。

14年度町保健アンケート

80％

60％

40％

20％

0％
20代 30代

年　　代
40代 50代 60代 70歳以上

年代別歯の保有数

割
　
合

４本以下

20本以上

7 日

8 日

9 日

10、11日

14日

15日

16日

17日

18日

21、22日

23～25日

○検診の日程
日 会　　　　　場 受　付　時　間

【１３】

【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。全問正解者の中
から抽選で10人に500円の図書券を
プレゼント。応募は一人１通です。

50
円

0 2 8 1 3 9 2

山
田
町
八
幡
町
3
│
20

山
田
町
役
場

広
報
ク
イ
ズ
係

クイズの答え《例》
①－� ④－�
②－� ⑤－�
③－�

氏名
年齢

〒・住所

Health Guide

循
環
器
と
前
立
腺
、
基
本
検
診
が

表
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
受
診
の

申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
は
、
受
診

料
を
持
参
し
、
忘
れ
ず
に
受
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
だ
申
し
込
み
を
し
て
い

な
い
方
で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
当
日
検
診
会
場
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
昨
年
同
様
、
循
環
器
検
診
で

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
行
い
ま

す
。
対
象
は
、
検
診
日
現
在
の
年
齢

が
四
十
歳
、
四
十
五
歳
、
五
十
歳
、

五
十
五
歳
、
六
十
歳
、
六
十
五
歳
、

七
十
歳
の
人
と
、
昨
年
の
循
環
器
検

診
で
肝
機
能
値
が
異
常
値
を
示
し
た

四
十
歳
以
上
の
人
な
ど
で
す
。
一
度

で
も
実
施
し
た
方
は
検
査
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
同
検
査
を
実
施
し
た

か
ど
う
か
は
、
昨
年
の
検
診
結
果
表

の「
Ｈ
Ｃ
Ｖ
」欄
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

検
診
は
病
気
の
「
早
期
発
見
」
と

「
予
防
」
へ
の
近
道
。
定
期
的
な
検

診
を
心
掛
け
、
体
の
健
康
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

▽
受
診
料
　
循
環
器
検
診
（
四
十
歳

以
上
）
…
千
五
百
円
　
前
立
腺
検

診
（
五
十
歳
以
上
の
男
性
）
…
五

百
円
　
基
本
検
診
…
（
十
八
歳
〜

三
十
九
歳
）
…
五
百
円

※
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
、

循
環
器
検
診
と
基
本
検
診
の
受
診

料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

循環器・前立腺検診
７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります７日から始まります
循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診循環器・前立腺検診

定期的な検診を心掛けましょう（今年
１月に行われた出稼ぎ者の健康検診）

大 浦 漁 村 セ ン タ ー

大 浦 漁 村 セ ン タ ー

は ま な す 学 園

田子の木生活改善センター

猿神農業担い手センター

午後1時～2時半午前9時～11時

午前9時～11時

午後1時半～2時半

午前9時半～11時

午後1時半～2時半

織 笠 漁 業 協 同 組 合 午後1時～2時半午前9時～11時

〃午前9時半～11時

〃
〃

午前9時～11時

〃〃

〃〃

〃〃

保 健 セ ン タ ー 〃〃

船 越 防 災 セ ン タ ー 〃〃

船 越 漁 村 セ ン タ ー

荒川農業構造改善センター

船 越 漁 村 セ ン タ ー

豊間根生活改善センター

保 健 セ ン タ ー

豊間根生活改善センター

保 健 セ ン タ ー

ふ る さ と セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

ふ る さ と セ ン タ ー

○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程○検診の日程 〔�月〕

☆締め切り=６月22日（当日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ｂ、②－Ａ、
③－Ｃ、④－Ｂ、⑤－Ｃでした。応
募者数は56通で正解は53通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
八幡町＝甲斐谷真美（？） 川向町

＝山崎心（10）、齊藤真穂（15） 船越＝
村木詩音（13） 大沢＝上沢りえ（４）、
箱石春菜（11） 織笠＝稲川美里（10）
豊間根＝三ケ尻静恵（25）、佐藤義昭
（61） 東京都日野市＝関根利幸（55）

〈敬称略〉

�本町の三大生活習慣病での死亡割
合は全体の約何パーセント？
�33％　�55％　�77％

�任期満了に伴う山田町長選挙の投
票日はいつ？
�６月７日
�７月６日
�７月11日

�みんなのスペースに登場した、O
藤イチヨさんのお孫さんは何人？
�11人　�16人　�21人

�このたび商品化され、道の駅やま
だなどで販売されている「干し麺
（300㌘）」はいくら？
�300円　�330円　�350円

�今号の「結婚した二人」は何組？
�12組　�13組　�14組



【１４】

幹線町道の
美 化 事 業

山田町自然
環境整備事業

観 光 地 の
美 化 事 業

事　業　名 事　業　内　容 担 当 課 実施予定期間

今
年
の「
お
座
敷
広
場
」が
始

ま
り
、
五
月
十
四
日
の
大
沢
地

区
、
十
九
日
の
大
浦
地
区
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
発
足
と
同
時

に
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
は
、
地

域
の
民
生
児
童
委
員
や
食
生
活

改
善
推
進
員
の
皆
さ
ま
の
献
身

的
な
ご
協
力
で
続
け
ら
れ
て
お

り
、
出
席
者
か
ら
大
変
好
評
で

す
。わ
た
し
か
ら
は
、町
の
現
況

と
課
題
を
説
明
し
ま
し
た
が
、

一
年
ぶ
り
の
再
会
で
健
康
な
姿

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
皆

さ
ん
か
ら
新
た
な
「
元
気
」
を

い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
た
だ
、
男
性
の
出
席
が
少

な
い
こ
と
が
気
掛
か
り
で
す
。

遠
慮
し
な
い
で
案
内
が
あ
っ
た

方
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
士
の
血
圧
測
定
、
健
康

講
話
、
ゲ
ー
ム
な
ど
気
の
置
け

な
い
地
区
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

も
あ
り
、
明
日
へ
の
活
力
を
得

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
高
齢
化

率
が
二
六
・
一
九
�
と
な
っ
た

本
町
で
は
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の

社
会
参
加
、
生
き
が
い
づ
く
り

が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
積

極
的
に
外
に
出
ま
し
ょ
う
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

緊急雇用対策

臨
時
的
な
就
職
機
会
を
提
供

希
望
者
は
職
安
へ
申
し
込
み
を

町
で
は
、
臨
時
的
な

雇
用
や
就
職
の
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
緊
急

地
域
雇
用
創
出
特
別
基

金
事
業
（
委
託
事
業
）

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

国
内
の
景
気
が
低
迷
し

て
い
る
中
で
の
厳
し
い

雇
用
情
勢
に
対
応
し
、

現
在
、
求
職
活
動
を
し

て
い
る
人
へ
の
支
援
と

就
労
の
場
の
確
保
を
目

的
と
し
て
、
下
表
の
各

種
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

各
種
事
業
は
、
町
が
事
業
所
な
ど

に
委
託
し
て
実
施
さ
れ
、
離
職
者
な

ど
の
募
集
は
、
委
託
を
受
け
た
事
業

所
な
ど
が
公
共
職
業
安
定
所
の
求
人

情
報
な
ど
を
利
用
し
て
行
い
ま
す
。

本
事
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方
は
、

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
先
　
宮
古
公
共
職
業
安
定
所

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
企
画
財
政
課

企
画
担
当
（
�
８
２
│
３
１
１
１

内
線
４
３
８
）
ま
た
は
役
場
各
担

当
課
（
下
表
の
内
線
番
号
）
へ
。

�緊急地域雇用創出特別基金事業（委託事業）の内容

兄弟や知人に
連絡してね

東
京
で「
ふ
る
里
会
」を
開
催

「ふる里山田同郷の会」が東京
で開かれます。同会は、東京近郊
に暮らす方々に、古里山田を思い
出して交流を深めてもらおうと開
催されているもので、今回で19回
目を数えます。当日は町の近況報
告や郷土の懐かしい物産品の販売
のほか、特産品が当たるくじ引き
を用意しています。町にゆかりの
ある人であればどなたでも参加で
きますので、皆さんの兄弟や知人
などに連絡してあげてください。
�日時　６月20日（日）

午後１時～３時

�場所　中野サンプラザ（東京都中野区中野
４－１－１）
�参加方法　参加を希望する人は直接会場へお
越しください。
�会費　6,000円（年会費1,000円を含みます）
�問い合わせ　役場産業振興課商工観光担当
（�82－3111内線233）へどうぞ。

幹線町道の環境美化作業
地域整備課
(内線243)

7月～9月

火防帯伐採事業
産業振興課
(内線236)

10月～
来年1月

林道などの環境美化作業 〃 7月～9月

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
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620
（日）

昨年の同事業で行われた幹線
町道の環境美化作業の様子

ふる里会は同郷人同士の交流の場。
会場では思い出話に花が咲きます



�月の町長面談日
�日時　６月１８日（金）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

商業統計などの
調査にご協力を

６月１日現在で、「事業所・
企業統計調査」「商業統計調査」
「サービス業基本調査」が行わ
れます。
調査の対象となるのは商店や

工場、事務所や営業所など、町
内すべての事業所です。６月中
旬までの間に調査員が各事業所
を訪問しますので、ご協力をお
願いします。
�問い合わせ　役場総務課情報
管理担当（内線416）へどうぞ。

フリーマーケット
出店者募集します

フリーマーケットの出店者を
募集します。ご希望の方はお申
し込みください。
�開催日時　６月27日（日）

午前９時～正午
�場所　みやこ広域リサイクル
センター（宮古市小山田）
�出店資格　宮古管内に住む人
�出店料　無料
�売り場面積　１人当たり2.7
㍍×3.6㍍
�申込先・問い合わせ　６月22
日までにみやこ広域リサイク
ルセンター（�63－7753）へ。

外国人の不法就労
防止などに協力を

国内に不法滞在する外国人労
働者が増えています。外国人を
雇う際にはパスポートや外国人
登録証明書などで在留期間や資
格などを確認し、不法滞在や不
法就労の防止にご協力ください。
�問い合わせ　宮古警察署（�
64－0110）へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

生活に不可欠な
水資源を大切に

「安心の　笑顔広がる　水道
水」をスローガンに、６月１日
から７日まで「水道週間」が実施
されます。毎日の生活に欠かせ
ない水を大切に使いましょう。
◇家中の蛇口を閉めても水道
メーターが動いていたら漏水
信号。時々点検を忘れずに。
◇水道の新設や修理などの工事
は町指定の水道工事店以外で
はできません。
◇水抜き栓を半開にしていると、
蛇口を開けなくても開け放し
の状態になります。必ず全開
か全閉にしましょう。
◇水道料金は毎月25日までに納
入してください。
◇転入・転出などの際には必ず
水道事業所へご連絡ください。
�問い合わせ　町水道事業所
（�82－2300）へどうぞ。

ホームヘルパーの
研修会開催します

ホームヘルパー養成研修会
（２級課程）が開催されます。
�期間　６月28日～９月30日
�場所　町保健センター、町内
の社会福祉施設など
�内容　講義、実習、現場見学
など（130時間）
�受講料　15,000円
�受講資格　自動車運転免許を
持っている町内在住者で、
ホームヘルプサービスに従事
することを希望する人
�定員　25人（書類審査と面接
により受講者を決定します）
�申込先・問い合わせ　６月16
日までに山田町社会福祉協議
会（�82－3841）へどうぞ。

15日に町老人囲碁
将棋大会行います

山田町老人クラブ連合会（沼
�C会長）では、「山田町老人
囲碁将棋大会」を開催します。
�日時　６月15日（火）

午前９時～
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�参加対象　60歳以上の町民
�参加料　1,000円
�申込期限　６月８日
�申込先・問い合わせ　山田町
老人クラブ連合会事務局（役
場保健福祉課高齢者福祉担当
内線164）へどうぞ。

町で臨時職員を
一般公募します

�職種　一般事務補助
�募集人数　１人
�応募資格　町内に住所があり、
パソコン操作ができる人
�賃金　日額5,400円
�任用期間　７月１日～10月31
日
※必要がある場合には最大８カ
月まで期間が延長されます。
�申込方法　役場住民生活課、
各支所に備え付けてある履歴
書に必要事項を記入して申し
込んでください。
�申込期限　６月９日
�申込先　総務課
�問い合わせ　役場住民生活課
住民記録担当（内線123）へ。

公園はマナーを
守ってご利用を

最近、かもめ公園など都市公
園で�野球やゴルフの練習をし
ている人がいて危ない�砂場に
飼い犬のふんを放置していく人
がいて困る──などの苦情が寄
せられています。公園はみんな
の憩いの場所です。他の利用者
が気持ち良く利用できるよう、
良識ある利用を心掛けましょう。
�問い合わせ　役場地域整備課
計画担当（内線244）へどうぞ。

５日から公民館で
詩展が開かれます

岩手県詩人クラブと少年詩お
りおんの会同人の白土千賀子さ
んの詩展が開催されます。
�期間　６月５日～19日
�時間　午前８時半～午後５時
�場所　町中央公民館ロビー
�問い合わせ　町教育委員会事
務局文化担当（内線624）へ。

古文書の解読で
歴史に触れよう

古文書解読講座が開講されま
す。どうぞご参加ください。
�開講日時　６月17日　午後６
時半～８時半（11月18日まで
全５回の日程で行われます）
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�内容　証文類の解読など
�講師　佐々木久夫さん（町文
化財調査委員）
�定員　20人
�申込先・問い合わせ　６月14
日までに町教育委員会事務局
文化担当（内線624）へどうぞ。

行政相談あります
�日時　６月１７日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

【１５】

第�回山田町議会定例会
�日時　６月８日（火）開会

午前10時～
どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、
町議会事務局（�82－3114）
へお尋ねください。
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十
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れ
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も
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く
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り
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友
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祝
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分
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福
さ
れ
る
側
に
。
ひ
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に
座
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も
照
れ
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わ
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て
も
ら
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ま
し
た
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こ
れ
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ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
植
樹
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の
取
材
を
終
え
て
帰
る
途
中
、
昔
を

思
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せ
る
農
作
業
風
景
が
目
に
留
ま
り
、
急
き
ょ

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
…
。
今
号
の

表
紙
を
飾
っ
た
倉
澤
さ
ん
と
菊
地
さ
ん
で
す
。

み
の
は
雨
が
っ
ぱ
と
違
っ
て
動
き
や
す
く
て
蒸

れ
ず
、
農
作
業
に
は
最
適
と
の
こ
と
▼
広
報
担

当
も
雨
天
時
に
は
使
っ
て
み
よ
う
か
な
と
真
剣

に
考
え
て
み
ま
し
た
が
、
雨
か
ら
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
人
で
は
な
く
、
カ
メ
ラ
と
い

う
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

町民のうごき
（ 4 月 1 日～30日）

�出生……１６人 �転入…… ７４人

�死亡……１７人 �転出……１１２人

�人口…２１,１４１人（今月減３９人）

男…１０,１４０人 女…１１,００１人

�世帯数………………７,２８４世帯

横田仁
に

衣
い

奈
な

（船越・健司・女）
佐 藤 晴

はる

輝
き

（荒川・英明・男）

木村向
ひ

日
ま

葵
り

（船越・智・女）

４月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 中釜琴

こと

（敬康・女）、武藤実
み

咲
さき

（修
治・女）、佐藤想

しいな

（太・女）、貫洞奈
な

央
お

（雄一
郎・男）、齊藤匠

たくみ

（哲・男）、藤原統
まとい

（洋・男）、
田老悠

はる

花
か

（兼藏・女）
�船越 福舘和

かず

真
ま

（裕也・男）
�田の浜 貫洞楽

ら

來
ら

（圭太・女）、佐藤有
ゆう

太
た

（清光・男）
�織笠 川崎純

じゅん

愛
あ

（由一・男）、阿部舜
しゅん

（良
一・男）
�大沢 �橋希

のぞみ

（拡之・女）、藤田悠
ゆう

雅
が

（新
二・男）、箱石花

はな

（勘司・女）
�豊間根 沼崎好

この

果
か

（喬・女）、佐々木小
こ

春
はる

（武弘・女）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
佐藤清光（田の浜）・阿部美紀子（田の浜）
箱石小太（長崎）・山�幸恵（長崎）
田中舘弘（飯岡）・阿部真由美（飯岡）
澤田憲祐（長崎）・田村美由紀（長崎）
小林創（船越）・中山美歩（船越）
佐々木幸運（豊間根）・酒井幸子（豊間根）
木村智弘（豊間根）・菊池由紀子（釜石市）
川村秀幸（織笠）・中村和美（大沢）
佐々木圭介（宮古市）・伊藤直美（豊間根）
沼�久雄（船越）・佐々木深雪（船越）
田村一也（大沢）・大杉美穂（飯岡）
矢口明夫（田の浜）・矢口由美子（田の浜）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 O藤サタ（91）、佐々木トキ（82）、O藤
ミサヲ（84）、太田正孝（62）、萬吉郎（81）、
阿部末]（74）
�船越 西舘悦郎（93）、里舘俊太郎（80）、福舘
アサノ（83）、山�o志（56）、昆喜八郎（81）
�田の浜 �橋チキ（69）、田代キミ（84）
�織笠 篠澤健次郎（80）、倉澤秀]（86）、
坂本義信（58）
�大沢 箱石ヨシ（88）

小 林 夢
ゆめ

花
か

（長崎・則夫・女）

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

幸 和

木 村 元
げん

紀
き

（豊間根・利之・男）
佐々木楓

ふう

夏
か

（船越・仁・女）

鎌 田 瑞
みず

希
き

（大沢・美加子・男）

赤
ち
ゃ
ん
紹
介

ななりました

一
歳
に

赤
ち
ゃ
ん
紹
介

なりました

一
歳
に
なりました

一
歳
に

６月生まれ

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。
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ボ
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【１６】

長 嶋 彩
あや

乃
の

（船越・建央・女）

高 野 裕
ゆう

大
だい

（境田町・志穂・男）

毎年５月から８月にかけて、
テレビの電波が乱れることが
あります。この電波障害は日
中に発生することが多く、Ｖ
ＨＦの１～３チャンネルで発
生するのが特徴です。通常は
１～２時間程度で正常に戻り
ますが、長時間続くこともあ
ります。自然現象により外国

から電波が飛来することが原
因で、完全に防ぐことができ
ません。皆さんのご理解をお
願いします。
�問い合わせ ＮＨＫ電話受信
相談窓口（�0570－003434）
へどうぞ。

自然現象の電波
障害にご理解を


